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● 
ま
る
で
お
化
け

　

私
た
ち
は
「
放
射
能
」
と
聞
く
と
、
恐
怖
感
が
先
に
た
ち
ま
す
。
放
射
能
は
、
目
に
見
え
ま
せ
ん
し
、
音
を
聞
く
こ

と
も
、
匂
い
を
か
ぐ
こ
と
も
、
体
に
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
る
で
姿
の
見
え
な
い
お
化
け
の
よ
う
で
す
。
こ

れ
ま
で
は
放
射
能
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
も
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
、
い
き
な
り
身
近
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
し
て
い
て

も
、
今
ま
で
耳
に
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
専
門
的
な
こ
と
ば
が
飛
び
交
い
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

● 

過
大
評
価
に
よ
る
恐
怖
と
過
小
評
価
に
よ
る
危
険

　

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
電
気
の
約
三
分
の
一
は
原
子
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
突
然
〇
（
ゼ
ロ
）
に
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
原
子
力
発
電
を
ど
う
す
る
か
は
別
の
議
論
と
し
て
、
当
面
は
、
原
子
力

発
電
や
そ
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
放
射
能
を
持
つ
放
射
性
物
質
と
上
手
に
付
き
あ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
た

ず
ら
に
過
大
評
価
し
て
過
度
に
神
経
質
に
な
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
い
た
ず
ら
に
過
小
評
価
し
て
安
全
神
話
を
う
の
み
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

● 

風
評
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め
に

　

正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、
正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
風
評
被
害
を
な
く
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
必
要
最
低
限
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
は
も
と
よ

I   n   t   r   o   d   u   c   t   i   o   n

は
じ
め
に
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り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
い
ろ
ん
な
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
て
、
専
門
的
な
知
識
の
な
い
人
に
は

ど
れ
が
正
し
い
情
報
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

本
書
で
は
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
原
子
力
発
電
と
放
射
能
に
関
す
る
必
要
最
小
限
の
こ
と
が
ら

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
住
民
の
不
安
を
や
わ
ら
げ
た

り
、
風
評
被
害
を
少
な
く
す
る
手
助
け
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

● 

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

　

政
府
や
地
方
自
治
体
、
そ
し
て
原
子
力
発
電
所
を
建
設
し
運
用
す
る
企
業
は
、
正
し
い
情
報
を
わ
か
り
や
す
い
こ
と

ば
で
開
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
周
辺
住
民
ら
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
よ
く
理
解

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
関
係
者
の
間
で
、
健
康
や
環
境
の
リ
ス
ク
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
隠

し
ご
と
な
く
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
専
門
用
語
で
「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

関
係
者
と
は
、
政
府
、
行
政
機
関
、
企
業
、
企
業
グ
ル
ー
プ
、
専
門
機
関
、
科
学
者
、
労
働
組
合
、
メ
デ
ィ
ア
、
影
響

を
受
け
る
住
民
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
や
個
人
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
こ
と
で
す
。
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
は
関
係
者
相
互
の
信
頼
で
す
。

　

本
書
が
原
発
事
故
や
放
射
能
汚
染
に
よ
る
不
安
を
解
消
す
る
一
助
と
な
り
、
情
報
を
正
し
く
よ
り
深
く
理
解
す
る
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
十
月

大
木
環
境
研
究
所
代
表 　

大
木 

久
光　
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● 

放
射
能

　

放
射
線
を
放
出
す
る
物
質
を
放
射
性
物
質
と
呼

び
、
放
射
性
物
質
が
放
射
線
を
放
出
す
る
能
力
を
放
射
能

と
い
い
ま
す
。

　

放
射
線
は
、
物
質
の
原
子
核
が
変
化
す
る
と
き
に
放
出

さ
れ
ま
す
。
ふ
つ
う
の
化
学
反
応
は
、
水
素
（
H+

）
二
個
と

酸
素
（
O2-
）
一
個
と
が
正
と
負
を
相
殺
し
て

H2O
（
水
）
と
な

る
よ
う
に
、
原
子
核
の
ま
わ
り
を
回
る
電
子
の
や
り
取
り
を

す
る
反
応
で
、
原
子
核
は
変
化
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
い
わ
ゆ

る
「
核
分
裂
」
（
専
門
的
に
は
「
崩
壊
」
ま
た
は
「
壊

変
」
と
い
い
ま
す
）
で
は
原
子
核
が
変
化
し
、
放
射
線
が
放

出
さ
れ
ま
す
。

　

放
射
性
物
質
が
持
つ
放
射
能
を
表
す
単
位
が
ベ
ク
レ
ル

（
Bq
）
で
す
。
耳
慣
れ
な
い
こ
と
ば
で
し
た
が
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
来
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
頻
繁
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
放
射
能
」
と
「
放
射
線
」
を
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

● 
放
射
線
源

　

放
射
性
物
質
は
放
射
線
を
放
出
す
る
源
と
な
る
も
の
な
の

で
放
射
線
源
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
放
射
線
源
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
原
子＊

１

の
構
造
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま

放
射
能
と
は
、
放
射
性
物
質
が
持
つ
放
射
線
を
放
出
す
る
能
力
の
こ
と
で
、
ベ
ク
レ
ル
と
い
う

単
位
で
表
さ
れ
ま
す

放
射
能
と
放
射
線
源
お
よ
び
放
射
線

1

放射線、放射性物質、放射能、原子核、核分裂、崩壊、壊変、
ベクレル、放射線源、原子、原子番号、質量数、同位体、
放射性同位体

キーワード
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● 

放
射
線
の
種
類
と
影
響

　

放
射
性
物
質
の
崩
壊
の
仕
方
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
放
射

線
の
種
類
が
違
い
ま
す
。

　

ウ
ラ
ン
や
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
原
子
核
の
質
量
数
（
核
子
数
）

が
多
い
放
射
性
同
位
体
は
ア
ル
フ
ァ
線
を
放
出
し
な
が
ら
ア

ル
フ
ァ
崩
壊
を
起
こ
し
ま
す
。
一
方
、
ヨ
ウ
素
１
３
１

や
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
崩
壊
す
る
と
き
に
は
、
主
と
し
て

ベ
ー
タ（
β
）線
を
放
出
す
る
ベ
ー
タ
崩
壊
を
起
こ
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
ア
ル
フ
ァ
崩
壊
や
ベ
ー
タ
崩
壊
を
し
た
直
後

の
不
安
定
な
原
子
核
は
、
続
け
て
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ガ
ン

マ（
γ
）線
と
し
て
放
出
す
る
ガ
ン
マ
崩
壊
を
起
こ
す
こ

多
量
の
放
射
線
は
人
体
の
細
胞
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
き
わ
め
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す

放
射
能
の
危
険
性

1

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
放
射
性
物
質
が
生
体
外
に
あ
り
外
か
ら
放
射
線

を
浴
び
る
場
合
と
、
放
射
性
物
質
を
摂
取
（
飲
み
込
ん
だ
り

食
べ
た
り
す
る
こ
と
）
し
て
生
体
内
に
あ
る
場
合
と
で
は
、

ア
ル
フ
ァ
線
、
ベ
ー
タ
線
や
ガ
ン
マ
線
の
影
響
の
度
合
い
が

ま
っ
た
く
逆
に
な
り
ま
す
。

　

放
射
性
物
質
が
生
体
外
に
存
在
す
る
と
き
、
ア
ル
フ
ァ
線

は
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
れ
ば
届
か
な
い
の
で
安
全
で
す
。

も
っ
と
離
れ
れ
ば
ベ
ー
タ
線
も
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
ガ
ン
マ
線
は
遠
く
ま
で
届
き
物
質
の
透
過
力

が
強
い
た
め
、
放
射
性
物
質
か
ら
か
な
り
距
離
を
置
い
た
と

アルファ崩壊、ベータ崩壊、ガンマ崩壊、分化能
キーワード
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放
射
性
物
質
の
微
粒
子
が
大
気
中
へ
飛
散
し
漂
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
気
の
放
射
能
汚
染
を
引

き
起
こ
し
ま
す

放
射
性
物
質
は
ど
の
よ
う
に
大
気
質
を
汚
染
す
る
か

1● 

放
射
性
物
質
の
大
気
質
汚
染
の

　

 

メ
カ
ニ
ズ
ム

　

放
射
能
を
持
っ
た
放
射
性
物
質
が
微
粒
子
と
な
っ
て
大
気

中
へ
飛
散
し
漂
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
気
の
放
射
能
汚
染
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
放
射
性
物
質
に
は
ク
リ
プ
ト
ン
８
５
な

ど
の
気
体
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
固
体
で
粒
子
と
し

て
飛
散
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
放
射
能
に
よ
る
大
気
汚
染
は
、

酸
素
や
窒
素
で
構
成
さ
れ
る
大
気
そ
の
も
の
が
放
射
能
を
持

つ
の
で
は
な
く
、
放
射
性
物
質
の
微
粒
子
が
大
気
中
に
漂
う

こ
と
に
よ
っ
て
大
気
の
放
射
能
汚
染
と
な
り
ま
す
。

● 

自
然
の
放
射
性
物
質

　

私
た
ち
が
住
む
こ
の
地
球
上
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
の

放
射
性
物
質
や
放
射
線
が
あ
り
ま
す
。

【
宇
宙
線
に
よ
っ
て
で
き
る
放
射
性
物
質
】

　

宇
宙
空
間
で
生
ま
れ
た
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
粒
子
（
陽
子
な

ど
で
、
こ
れ
を
宇
宙
線
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
が
地
球
に
到
達

し
、
こ
れ
ら
が
地
球
の
空
気
中
の
窒
素
や
酸
素
と
衝
突
し

て
、
ベ
リ
リ
ウ
ム
７
、
炭
素
１
４
な
ど
の
放
射
性
物
質
が
で

き
ま
す
。
太
陽
か
ら
や
っ
て
く
る
太
陽
風
（
プ
ラ
ズ
マ
）

も
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
離
放
射
線
の
一
種
で
す
。
こ
の
太
陽

風
が
、
地
球
を
取
り
巻
く
大
気
成
分
の
う
ち
イ
オ
ン
化
し
て

自然の放射性物質、太陽風、ウラン鉱床、ネオジム、モナザイト鉱物
キーワード
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核
実
験
と
第
五
福
竜
丸
事
件

1● 

核
実
験
の
歴
史

　

地
球
上
で
最
初
の
核
実
験
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画

で
一
九
四
五
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
一
九
四
五
年
八
月
の
広
島
や
長

崎
の
原
爆
投
下
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

以
後
、
二
〇
〇
九
年
の
北
朝
鮮
の
核
実
験
ま
で
二
〇
〇
〇

回
以
上
の
原
水
爆
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
大
気

圏
内
実
験
が
主
流
で
、
そ
の
後
は
、
大
気
圏
外
実

験
や
地
下
実
験
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
気
圏
内

実
験
で
飛
散
し
た
放
射
性
物
質
は
現
在
で
も
大
気
を
汚
染
し

て
い
ま
す
。

一
九
四
五
年
以
来
、
二
〇
〇
〇
回
以
上
の
核
実
験
が
世
界
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
五
四
年

に
は
第
五
福
竜
丸
が
放
射
性
降
下
物
に
被
爆
し
、
日
本
国
内
に
強
烈
な
反
核
運
動
を
起
こ
し
ま

し
た

◎ 

米
国 : 

一
九
四
五
～
一
九
九
二 : 

一
〇
四
〇
回
（
大
気

圏
内
三
一
七
回
、
地
下
七
二
三
回
）

◎ 

ソ
連 : 

一
九
四
九
～
一
九
九
〇 : 

七
一
五
回
（
大
気
圏

内
、
大
気
圏
外
、
地
下
の
区
別
不
明
）

◎ 

仏
国 : 

一
九
六
〇
～
一
九
九
六 : 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
で
二
一
〇
回
（
大
気
圏
内
、
大
気
圏
外
、
地

下
の
区
別
不
明
）

◎ 
英
国 : 

一
九
五
二
～
一
九
五
八 : 

主
と
し
て
豪
州
で

四
五
回
（
大
気
圏
内
、
大
気
圏
外
、
地
下
の
区
別
不

明
）

◎ 

中
国 : 
一
九
六
四
～
一
九
九
六 : 

四
五
回
（
大
気
圏
内

核実験、マンハッタン計画、大気圏内実験、大気圏外実験、地下実験、
原子放射線の影響に関する国連科学委員会（UNSCEAR）キーワード
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放
射
性
物
質
に
よ
る
外
部
被
曝
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、
被
曝
防
護
の
三
原
則
が
あ
り
ま
す

外
部
被
曝
の
防
止

1　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

は
五
二
〇
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
（
テ
ラ
は
一
兆
倍
）
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
福
島
第
一
原
発
事
故

で
水
素
爆
発
時
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
三
七
万
～

六
三
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
約

一
割
で
、
放
射
性
物
質
の
大
半
は
原
子
炉
内
に
閉
じ
込
め
ら

れ
て
い
る
と
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安

院
は
説
明
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
事
故
後
も
放
射
性
物
質

の
放
出
は
続
き
、
内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会

に
よ
る
と
、
事
故
か
ら
約
一
か
月
後
の
時
点
で
一
日
当
た
り

一
五
四
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
、
一
か
月
間
で
四
六
〇
〇
テ
ラ
ベ
ク

レ
ル
（
事
故
で
放
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
量
の
約
百
分
の

一
）
が
放
出
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

● 

放
射
線
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
か

　
（
被
曝
防
護
）

　

放
射
線
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
と
し
て
、
被
曝
防
護
の

三
原
則
が
あ
り
ま
す
。

　

被
曝
防
護
の
三
原
則
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

放
射
線
源
か
ら
距
離
を
と
る
。

② 

放
射
線
を
遮
蔽
す
る
。

③ 

放
射
線
に
さ
ら
さ
れ
る
時
間
を
短
く
す
る
。

テラベクレル、経済産業省原子力安全・保安院、
内閣府原子力安全委員会、被曝防護の三原則、線量測定マップキーワード
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日
本
の
原
子
力
発
電
量
は
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
世
界
第
三
位
で
す
。
日
本
の
電

力
の
三
分
の
一
は
原
子
力
発
電
に
よ
る
も
の
で
す

日
本
と
世
界
の
電
力

1● 

世
界
の
原
子
力

　

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）が
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

さ
れ
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
三
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
３＊

１

）
で
京
都
議
定
書
が
締
結
さ
れ
て
以
来
、
原
子
力

は
C
O
2
排
出
量
が
少
な
い
発
電
方
式
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
以
来
、
原
子
力
発
電
に
消
極

的
で
あ
っ
た
米
国
も
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
再
開
発
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
原
子
力
発
電
量
お
よ
び
基
数
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
に
次
い
で
世
界
第
三
位
で
す
。
主
要
国
の
総
発
電
量

に
占
め
る
原
子
力
発
電
の
割
合
を
み
る
と
、
日
本
は
、
フ
ラ

ン
ス
、
韓
国
に
次
い
で
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
子

力
発
電
量
の
順
位
と
総
発
電
量
に
占
め
る
原
子
力
の
割
合
の

順
位
が
異
な
る
理
由
は
、
国
に
よ
っ
て
発
電
規
模
や
発
電
方

式
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
は
国
内
に
大
規
模

な
炭
田
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
源
に
石
炭
を
使
う
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
天
然
ガ
ス
の
産
出
量

が
多
い
の
で
、
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
日
本
と
同
様
に
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な

ど
の
化
石
燃
料
資
源
を
持
た
な
い
た
め
、
積
極
的
に
原
子
力

二酸化炭素（CO2）、COP3、京都議定書、安定電源
キーワード
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原
子
力
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

1● 

オ
イ
ル
・
シ
ェ
ー
ル

　

石
油
価
格
の
高
騰
と
原
子
力
発
電
所
事
故
で
、
開
発
費

用
が
高
い
と
さ
れ
て
い
た
オ
イ
ル
・
シ
ェ
ー
ル

が
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
再
び
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
イ
ル
・
シ
ェ
ー
ル
は
、

油ゆ
ぼ
け
つ
が
ん

母
頁
岩
あ
る
い
は
油ゆ
け
つ
が
ん

頁
岩
と
も
呼
ば
れ
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
油
脂
分
を
含
む
藻
類
な
ど
が
鉱
物
質
と
共
に
堆
積
し

た
、
ケ
ロ
ゲ
ン
と
呼
ば
れ
る
有
機
物
を
多
量
に
含
む
堆
積
岩

で
す
。

　

オ
イ
ル
・
シ
ェ
ー
ル
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
西

部
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
分

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
た
古
く
て
新
し
い
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
直
し
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
特
に
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
日
本
近
海

に
大
量
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
大
い
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す

布
し
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ル
・
シ
ェ
ー
ル
の
世
界
の
原
始
埋
蔵
量
は

四
一
三
四
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

油
の
回
収
に
は
、
採
掘
・
乾
留＊

１

後
に
精
製
す
る
か
、
地

下
鉱
床
内
で
熱
分
離
さ
せ
、
坑
井
で
取
り
出
し
精
製
し
ま

す
。
開
発
上
、
オ
イ
ル
・
シ
ェ
ー
ル
か
ら
原
油
を
得
る
た
め

に
は
、
母
岩
を
採
掘
の
う
え
乾
留
す
る
の
で
、
大
量
の
産
業

廃
棄
物
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
廃
シ
ェ
ー
ル
の
処
理
、
採

掘
と
乾
留
に
必
要
な
大
量
の
水
、
水
質
汚
染
、
乾
留
法
の
効

率
化
、
高
品
質
化
の
た
め
の
大
量
の
水
素
添
加
な
ど
、
従
来

原
油
と
比
較
し
て
採
掘
や
抽
出
コ
ス
ト
が
高
く
、
廃
棄
土
砂

オイル・シェール、油母頁岩、乾留、タール・サンド、
オイル・サンドキーワード
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